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新野左馬助親矩
特別編

　浜松市北区引佐町渋川にある東光院には、永
禄７年９月に戦死した新野左馬助公の葬儀につ
いて書かれた古文書「乍恐以口上書申上候事」（安
政２年３月）が残っています。
　この古文書には、①左馬助公の葬儀は、前か
ら因縁のある東光院で行われ、葬られた。②そ
の時、左馬助公の遺物として騎鞍一具と秘蔵の
守護仏などを納めた。③この遺物と守護仏は、
幕末に新野左馬助親矩公の名跡を相続した彦根
の新野親良公に懇願され、新野家に差し上げた。
と記されています。東光院は、その後、渋川小
学校（現在は廃校）があった場所から現在地に移
転しているため、残念ながら親矩公の墓石は不
明となっています。
　なお、東光院は、井伊直親（亀之丞）が命を狙
われたとき、かますに身を隠し家臣の今村藤七
郎に背負われ逃れたお寺で、直親ゆかりの「青葉
の笛」の絵が所蔵されています。
※東光院は現在、一般の人は拝観できません。

▲東光院

▲「信州松源寺にて故郷を偲び愛笛青葉を吹く井伊亀之丞の図」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤信次氏　画

渋川東光院と青葉の笛
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